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(57)【要約】
【課題】反射型液晶表示装置において、最高階調の表示
色の色味のズレを抑制する。
【解決手段】反射型液晶表示装置１００を提供する。反
射型液晶表示装置１００は、互いに隣り合う第１画素Ｐ
Ａ及び第２画素ＰＢで構成される画素組と、予め用意さ
れた複数の階調のうちいずれか１つの階調を指定する第
１階調信号Ｇｋで指定された階調に応じた電圧ＶＡを第
１画素ＰＡに印加する第１駆動部１１と、第１階調信号
Ｇｋで指定された第１階調が最高階調の場合には、最高
階調よりも低い第２階調を指定する第２階調信号ｇｋを
生成する階調変換部１２と、第２階調信号ｇｋで指定さ
れた第２階調に応じた電圧ＶＢを第２画素ＰＢに印加す
る第２駆動部１３とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光を反射して表示面に色を表示する、互いに隣り合う第１画素及び第２画素と、
　複数の階調のうちいずれか１つの階調を指定する第１階調信号で指定された階調に応じ
た電圧を前記第１画素に印加する第１駆動部と、
　前記第１階調信号で指定された階調が最高階調の場合には、前記最高階調よりも低い階
調を指定する第２階調信号を生成する階調変換部と、
　前記第２階調信号で指定された階調に応じた電圧を前記第２画素に印加する第２駆動部
とを備え、
　前記第１画素及び前記第２画素は、それぞれ、光を反射する反射電極と、前記反射電極
と前記表示面との間に配置された液晶層とを備え、前記反射電極を通じて印加された電圧
に応じた反射率で光を反射する
　ことを特徴とする反射型液晶表示装置。
【請求項２】
　前記階調変換部は、前記第１階調信号で指定された階調が最高階調よりも低い特定の階
調の場合には、前記第１階調信号で指定された階調よりも高い階調を指定する前記第２階
調信号を生成する
　ことを特徴とする請求項１に記載の反射型液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１画素及び前記第２画素は、それぞれ、ノーマリーホワイトの画素である
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の反射型液晶表示装置。
【請求項４】
　前記第１画素及び前記第２画素は、それぞれ、ノーマリーブラックの画素であり、
　前記特定の階調は最低階調である
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の反射型液晶表示装置。
【請求項５】
　前記色は無彩色である
　ことを特徴とする請求項１乃至４のうちいずれか１項に記載の反射型液晶表示装置。
【請求項６】
　光を反射する反射電極と、前記反射電極と前記表示面との間に配置された液晶層とを備
え、前記反射電極を通じて印加された電圧に応じた反射率で光を反射して表示面に色を表
示する第１画素及び第２画素を備え、前記第１画素及び前記第２画素は互いに隣り合う反
射型液晶表示装置の駆動方法であって、
　複数の階調のうちいずれか１つの階調を指定する第１階調信号で指定された階調に応じ
た電圧を前記第１画素に印加する第１印加過程と、
　前記第１階調信号で指定された階調に対応付けられた階調を指定する第２階調信号を生
成する変換過程と、
　前記第２階調信号で指定された階調に応じた電圧を前記第２画素に印加する第２印加過
程とを有し、
　前記第１階調信号で指定された階調が最高階調の場合には、前記第２階調信号で指定さ
れる階調は前記最高階調よりも低い
　ことを特徴とする反射型液晶表示装置の駆動方法。
【請求項７】
　請求項１乃至５のうちいずれか１項に記載の反射型液晶表示装置を備えた電子機器。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、反射型液晶表示装置における色ズレを抑制する技術に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　色ズレとは、表示すべき色と実際の表示色との間で色味（彩度及び色相）が異なる現象
である。従来のモノクローム表示の反射型液晶表示装置では、液晶層などの光学部材の光
学特性の波長分散により、白表示のとき（最高階調である白色を表示すべきとき）に有彩
色が表示されてしまう。白表示のときの色ズレの抑制を目的とした技術としては、偏光板
と液晶層との間に別の液晶層を配置して液晶層の波長分散を打ち消す技術が挙げられる（
特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－２３１３０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、この技術では、偏光板や光学フィルムなどの、液晶層以外の光学部材の光学特
性の波長分散については考慮されていない。したがって、最高階調を表示するときの色ズ
レの抑制には不十分である。液晶層以外の光学部材の光学特性の波長分散を打ち消すよう
に別の光学部材を配置することも考えられるが、反射型液晶表示装置の反射率が著しく低
下してしまうから、非現実的である。
　本発明は、上述した事情に鑑みて、反射型液晶表示装置において、最高階調の表示色の
色味のズレを抑制することを解決課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の反射型液晶表示装置は、光を反射して表示面に色を表示する、互いに隣り合う
第１画素及び第２画素と、複数の階調のうちいずれか１つの階調を指定する第１階調信号
で指定された階調に応じた電圧を前記第１画素に印加する第１駆動部と、前記第１階調信
号で指定された階調が最高階調の場合には、前記最高階調よりも低い階調を指定する第２
階調信号を生成する階調変換部と、前記第２階調信号で指定された階調に応じた電圧を前
記第２画素に印加する第２駆動部とを備え、前記第１画素及び前記第２画素は、それぞれ
、光を反射する反射電極と、前記反射電極と前記表示面との間に配置された液晶層とを備
え、前記反射電極を通じて印加された電圧に応じた反射率で光を反射することを特徴とす
る。
　この反射型液晶表示装置は、モノクローム表示の反射型液晶表示装置、又はモノカラー
表示の反射型液晶表示装置である。「色」は、明度、彩度及び色相で識別される属性を意
味し、無彩色を含む。色について「単一」とは、色味が同一であることを意味する。また
、「モノクローム」は、複数階調の無彩色を意味する。モノクロームにおいて、最高階調
の色は白色であり、最低階調の色は黒色であり、最高階調と最低階調との間の中間調の色
は、白色よりも暗く黒色よりも明るい灰色である。「モノカラー」は、複数階調の単一の
有彩色と黒色とで構成される複数の色を意味する。モノカラーにおいて、最低階調の色は
黒色であり、他の階調の色は単一の有彩色である。
　この反射型液晶表示装置では、第１画素及び第２画素の各々において、反射電極の反射
光の一部または全部が表示面から出射することにより、出射光の色が表示される。最高階
調が指定されたときの第１画素の表示色としては、例えばモノクローム表示の場合には白
色が期待されるが、内部の光学部材の光学特性には波長分散があるから、実際には、黄色
に近い黄緑色となる。つまり、第２画素を備えない場合には、青味の不足による色味のズ
レが生じる。これはモノカラー表示においても同様である。
　一方、図７から明らかなように、画素の指定階調が下がるほど、画素の表示色は青味を
増す。そこで、この反射型液晶表示装置では、第１画素に最高階調を指定するときには、
第１画素の隣の第２画素に最高階調よりも低い階調を指定するようにしているから、第２
画素の表示色の青味が第１画素の青味よりも強くなり、青味の不足が補われる。よって、
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最高階調の表示色（第１画素に最高階調が指定されたときの第１画素と第２画素とを含む
画素組の表示色）の色味のズレを抑制することができる。
【０００６】
　上記の反射型液晶表示装置において、前記階調変換部は、前記第１階調信号で指定され
た階調が最高階調よりも低い特定の階調の場合には、前記第１階調信号で指定された階調
よりも高い階調を指定する前記第２階調信号を生成することが好ましい。この態様の反射
型液晶表示装置によれば、最高階調のみならず、特定の階調についても、表示色の色味の
ズレを抑制することができる。「特定の階調」は、１つの階調であっても複数の階調であ
ってもよい。例えば、最低階調を特定の階調としてもよいし、最高階調よりも低く最低階
調よりも高い複数の階調の各々を特定の階調としてもよい。
【０００７】
　上記の各反射型液晶表示装置において、前記第１画素及び前記第２画素を、それぞれ、
ノーマリーホワイトの画素としてもよい。この態様の反射型液晶表示装置では、通常と異
なり、最高階調の表示時には、ノーマリーホワイトの画素（第２画素）に電圧が印加され
ることになる。また、前記第１画素及び前記第２画素は、それぞれ、ノーマリーブラック
の画素であり、前記特定の階調は最低階調であってもよい。この態様の反射型液晶表示装
置では、通常と異なり、最低階調の表示時には、ノーマリーブラックの画素（第２画素）
に電圧が印加されることになる。
【０００８】
　上記の各反射型液晶表示装置において、前記色を無彩色としてもよい。すなわち、モノ
クローム表示に限定してもよい。モノクローム表示における最高階調は白色であるから、
この態様の反射型液晶表示装置によれば、白色の色味のズレを抑制することができる。白
色の色味のズレは目立つから、その抑制は表示品位の向上に大きく寄与する。
【０００９】
　本発明の反射型液晶表示装置の駆動方法は、光を反射する反射電極と、前記反射電極と
前記表示面との間に配置された液晶層とを備え、前記反射電極を通じて印加された電圧に
応じた反射率で光を反射して表示面に色を表示する第１画素及び第２画素を備え、前記第
１画素及び前記第２画素は互いに隣り合う反射型液晶表示装置の駆動方法であって、複数
の階調のうちいずれか１つの階調を指定する第１階調信号で指定された階調に応じた電圧
を前記第１画素に印加する第１印加過程と、前記第１階調信号で指定された階調に対応付
けられた階調を指定する第２階調信号を生成する変換過程と、前記第２階調信号で指定さ
れた階調に応じた電圧を前記第２画素に印加する第２印加過程とを有し、前記第１階調信
号で指定された階調が最高階調の場合には、前記第２階調信号で指定される階調は前記最
高階調よりも低いことを特徴とする。この駆動方法によれば、第１駆動部と階調変換部と
第２駆動部とを備える反射型液晶表示装置と同様の効果が得られる。
【００１０】
　本発明の電子機器は、上記の各反射型液晶表示装置を備えたものであり、備えた反射型
液晶表示装置と同様の効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態に係る反射型液晶表示装置１００の全体構成を示す図である
。
【図２】反射型液晶表示装置１００において、第１画素ＰＡに指定される第１階調と第２
画素ＰＢに指定される第２階調との対応関係を模式的に示す図である。
【図３】第１画素ＰＡ及び第２画素ＰＢの電気的構成を示す回路図である。
【図４】第１画素ＰＡ及び第２画素ＰＢを含む画素組の平面図である。
【図５】図４のＡ－Ａ´線断面図である。
【図６】比較例に係る反射型液晶表示装置３００の全体構成を示す図である。
【図７】第１画素ＰＡの反射率の波長分散を階調毎に示す図である。
【図８】第１画素ＰＡの表示色の色味を階調毎に示すｘｙ色度図である。
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【図９】反射型液晶表示装置１００の画素組の表示色と第１画素ＰＡの表示色の色味とを
示すｘｙ色度図である。
【図１０】変形例に係る反射型液晶表示装置２００の全体構成を示す図である。
【図１１】反射型液晶表示装置２００の画素組の平面図である。
【図１２】反射型液晶表示装置１００又は２００を採用した可搬型のパーソナルコンピュ
ータの構成を示す斜視図である。
【図１３】反射型液晶表示装置１００又は２００を適用した携帯電話機の構成を示す斜視
図である。
【図１４】反射型液晶表示装置１００又は２００を適用した携帯情報端末の構成を示す斜
視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
＜Ａ：実施形態＞
＜Ａ－１：全体＞
　図１は、本発明の一実施形態に係る反射型液晶表示装置１００の全体構成を示す図であ
る。反射型液晶表示装置１００は、モノクローム表示の反射型液晶表示装置であり、図１
に示されるように、ｍ行２ｎ列の画素を備え、これらの画素で構成される表示面１０を有
する。ｍ及びｎは自然数である。各画素は、光を反射して表示面１０に色を表示する。反
射型液晶表示装置１００は、総ての画素の表示色を制御して、図示しない上位装置から供
給される画像データＩＭで示される画像を表示面１０に表示する。なお、１枚の画像のサ
イズは、ｍ×ｎである。
【００１３】
　また、反射型液晶表示装置１００は、Ｘ方向に延在するｍ本の走査線ＳＬ１～ＳＬｍと
、Ｘ方向に直交するＹ方向に延在する２ｎ本のデータ線ＤＬ１～ＤＬ２ｎとを備える。走
査線ＳＬ１～ＳＬｍの各々とデータ線ＤＬ１～ＤＬ２ｎの各々とは、表示面１０の背後で
互いに交差しており、各交差に対応して画素が配置されている。より具体的には、走査線
ＳＬ１～ＳＬｍと奇数列のデータ線ＤＬ１，ＤＬ３，…，ＤＬ２ｎ－１との各交差には第
１画素ＰＡが対応し、走査線ＳＬ１～ＳＬｍと偶数列のデータ線ＤＬ２，ＤＬ４，…，Ｄ
Ｌ２ｎとの各交差には第２画素ＰＢが対応する。
【００１４】
　換言すれば、反射型液晶表示装置１００は、ｍ×ｎ個の画素組を備える。各画素組は、
Ｘ方向において互いに隣り合う２つの画素で構成される。これら２つの画素は、ｉをｍ以
下の自然数とし、ｋをｎ以下の自然数としたとき、第ｉ行第２ｋ－１列の第１画素ＰＡと
、第ｉ行第２ｋ列の第２画素ＰＢである。
【００１５】
　また、反射型液晶表示装置１００は、総ての画素を駆動するドライバＩＣ２０を備える
。ドライバＩＣ２０は、走査線駆動回路２１と、データ線駆動回路２２と、制御回路２３
とを有する。制御回路２３は、画像データＩＭに基づいて、走査線駆動回路２１及びデー
タ線駆動回路２２を制御する。データ線駆動回路２２の制御では、制御回路２３からデー
タ線駆動回路２２へ階調信号Ｇが供給される。
【００１６】
　階調信号Ｇは、ｍ×ｎ個の第１画素ＰＡの各々に階調を指定する信号であり、各行のｎ
個の第１画素ＰＡに対応する第１階調信号Ｇ１～Ｇｎを含む。第ｋ列の第１画素ＰＡに対
応する第１階調信号Ｇｋは、予め用意された複数の階調のうちいずれか１つの階調を当該
第１画素ＰＡに指定する。
【００１７】
　走査線駆動回路２１は、走査線ＳＬ１～ＳＬｍを駆動して順次選択する回路であり、走
査線ＳＬ１～ＳＬｍの各々に選択信号を供給することによって走査線ＳＬ１～ＳＬｍを駆
動する。選択信号は、一定の期間(選択期間)だけ第１レベルとなり、他の期間（非選択期
間）において第２レベルとなる信号であり、選択期間が走査線間で重なることはない。
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【００１８】
　データ線駆動回路２２は、階調信号Ｇに基づいてデータ線ＤＬ１～ＤＬ２ｎを駆動する
ことにより、選択された走査線ＳＬｉに対応する２ｎ個の画素（ｎ個の第１画素ＰＡとｎ
個の第２画素ＰＢ）を駆動する回路であり、ｎ個の駆動回路Ｄｒ１～Ｄｒｎを備える。駆
動回路Ｄｒｋは、データ線ＤＬ２ｋ－１とデータ線ＤＬ２ｋとの組に対応して設けられ、
第１駆動部１１と階調変換部１２と第２駆動部１３とを備える。
【００１９】
　駆動回路Ｄｒｋの第１駆動部１１は、第ｉ行第２ｋ－１列の第１画素ＰＡと第ｉ行第２
ｋ列の第２画素ＰＢに注目したとき、走査線ＳＬｉの選択期間において、第１階調信号Ｇ
ｋで指定される階調に応じた電圧ＶＡが当該第１画素ＰＡに印加されるようにデータ線Ｄ
Ｌ２ｋ－１を駆動する。具体的には、当該電圧ＶＡを当該第１画素ＰＡに印加するための
データ信号をデータ線ＤＬ２ｋ－１へ供給する。
【００２０】
　駆動回路Ｄｒｋの階調変換部１２は、第ｉ行第２ｋ－１列の第１画素ＰＡと第ｉ行第２
ｋ列の第２画素ＰＢに注目したとき、走査線ＳＬｉの選択期間において、第１階調信号Ｇ
ｋで指定される階調に予め対応付けられた階調を指定する第２階調信号ｇｋを生成する。
第１画素ＰＡに対して第１階調信号Ｇｋで指定される階調を「第１階調」とし、当該第１
画素ＰＡと同じ画素組を構成する第２画素ＰＢに対して第２階調信号ｇｋで指定される階
調を「第２階調」としたとき、本実施形態では、図２に示すように、１００％（最高階調
）の第１階調には８０％の第２階調が対応付けられ、８０％～２０％の各第１階調には当
該第１階調と同一の第２階調が対応付けられ、０％（最低階調）の第１階調には２０％の
第２階調が対応付けられている。
【００２１】
　駆動回路Ｄｒｋの第２駆動部１３は、第ｉ行第２ｋ－１列の第１画素ＰＡと第ｉ行第２
ｋ列の第２画素ＰＢに注目したとき、走査線ＳＬｉの選択期間において、階調変換部１２
に生成された第２階調信号ｇｋで指定される階調に応じた電圧ＶＢが当該第２画素ＰＢに
印加されるようにデータ線ＤＬ２ｋを駆動する。具体的には、当該電圧ＶＢを当該第２画
素ＰＢに印加するためのデータ信号をデータ線ＤＬ２ｋへ供給する。
【００２２】
　すなわち、駆動回路Ｄｒｋは、対応する第１画素ＰＡについては、当該第１画素ＰＡに
ついて第１階調信号Ｇｋで指定された第１階調に応じた電圧ＶＡを印加し（第１印加過程
）、対応する第２画素ＰＢについては、当該第１画素ＰＡについて第１階調信号Ｇｋで指
定された階調に予め対応付けられた第２階調を指定する第２階調信号ｇｋを生成し（変換
過程）、生成した第２階調信号ｇｋで指定される第２階調に応じた電圧ＶＢを第２画素Ｐ
Ｂに印加する（第２印加過程）。
【００２３】
＜Ａ－２：画素＞
　図３は、第ｉ行の走査線ＳＬｉと第ｊ列のデータ線ＤＬｊとの交差に対応して設けられ
た画素の構成を示す回路図である。図３に示すように、第１画素ＰＡ及び第２画素ＰＢは
、いずれも、液晶素子ＬＣと、液晶素子ＬＣと並列に接続された容量素子Ｃと、トランジ
スタＴｒとを備える。液晶素子ＬＣは、いわゆる縦電界方式の液晶素子であり、光反射性
の反射電極５２と、光透過性の透過電極５４と、両電極に挟まれた液晶層５３とを備える
。なお、液晶素子ＬＣとして、いわゆる横電界方式の液晶素子を採用してもよい。
【００２４】
　反射電極５２は、トランジスタＴｒを介してデータ線ＤＬｊと接続されている。透過電
極５４は、総ての画素に共通して設けられた電極であり、その電位はＶｃｏｍである。ト
ランジスタＴｒはスイッチング素子として機能し、走査線ＳＬｉの選択期間においてオン
状態となり、非選択期間においてオフ状態となる。容量素子Ｃは、選択期間においてデー
タ線ＤＬｊから供給されたデータ信号の電位とＶｃｏｍとの差分（電圧ＶＡ又はＶＢ）を
選択期間及び非選択期間にわたって保持し、液晶素子ＬＣは、容量素子Ｃの保持電圧に応
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じた光反射率で光を反射する。
【００２５】
　図４は、画素組の平面図であり、１つの画素組を表示面１０側から眺めた場合のもので
ある。図４に示すように、画素組は、表示面１０内の１つの矩形領域を占める。この矩形
領域が当該画素組の表示領域である。画素組の表示領域を囲む４辺のうち、２辺はＸ方向
に延在し、他の２辺はＹ方向に延在する。画素組の表示領域は、Ｘ方向において２つの矩
形領域に分かれる。これらの矩形領域のうち、一方が第１画素ＰＡの表示領域であり、他
方が第２画素ＰＢの表示領域である。第１画素ＰＡの表示領域のＸ方向の長さをＬＡ、第
２画素ＰＢの表示領域のＸ方向の長さをＬＢとしたとき、ＬＡ：ＬＢ＝２：１である。つ
まり、第１画素ＰＡの表示領域の面積は、第２画素ＰＢの表示領域の面積の２倍である。
【００２６】
　図５は、図４のＡ－Ａ´線断面図である。図５に示すように、反射型液晶表示装置１０
０は、アレイ基板５１と、その上に配列された複数の反射電極５２と、その上に配置され
た複数の液晶層５３と、その上に配置された透過電極５４と、その上に配置された対向基
板５５と、その上に配置された偏光板５６とを備える。偏光板５６の最広面のうち反射電
極５２とは反対側の面が表示面１０である。
【００２７】
　前述のように、反射電極５２及び液晶層５３は、透過電極５４の一部とともに、液晶素
子ＬＣを構成している。つまり、アレイ基板５１上には、画素と同数の液晶素子ＬＣが配
列されている。本実施形態では、液晶素子ＬＣはノーマリーホワイトの液晶素子であり、
電圧が印加されていない状態で最高階調となる。なお、ノーマリーブラックの液晶素子を
液晶素子ＬＣとして採用してもよい。反射電極５２や、液晶層５３、透過電極５４、対向
基板５５、偏光板５６、配向膜（図示略）などの光学特性（反射率や透過率など）は、一
般的な反射型液晶表示装置と同様である。
【００２８】
　各画素では、液晶素子ＬＣに遮られない限り、その表示領域（表示面１０）からの入射
光の一部又は全部が、偏光板５６、対向基板５５、透過電極５４、液晶層５３、反射電極
５２を順に透過して反射電極５２に到達し、反射電極５２の反射光の一部又は全部が、液
晶層５３、透過電極５４、対向基板５５、偏光板５６を順に透過し、表示領域から出射す
る。この出射光が、画素の反射光である。
【００２９】
＜Ａ－３：比較例＞
　ここで、本実施形態と比較する比較例について説明する。
　図６は、比較例に係る反射型液晶表示装置３００の全体構成を示す図である。反射型液
晶表示装置３００は、モノクローム表示の反射型液晶表示装置であり、第２画素ＰＢを備
えず、ドライバＩＣ２０に代えてドライバＩＣ３０を備える点で反射型液晶表示装置１０
０と異なる。第２画素ＰＢを備えないため、データ線の総数はｎ本であり、画素の総数は
ｍ×ｎ個である。
【００３０】
　ドライバＩＣ３０がドライバＩＣ２０と異なる点は、データ線駆動回路２２に代えてデ
ータ線駆動回路２４を備える点のみである。データ線駆動回路２４がデータ線駆動回路２
２と異なる点は、ｎ個の駆動回路Ｄｒ１～Ｄｒｎに代えてｎ個の第１駆動部１１を備える
点のみである。つまり、第ｉ行第ｋ列の第１画素ＰＡに注目したとき、データ線ＤＬｋに
は、走査線ＳＬｉの選択期間において、第１階調信号Ｇｋによって当該第１画素ＰＡに指
定された階調に応じた電圧ＶＡを当該第１画素ＰＡに印加するためのデータ信号が供給さ
れる。
【００３１】
　図７は、第１画素ＰＡの反射率の波長分散を階調毎に示す図である。図７に示すように
、第１画素ＰＡの反射率は、入射光の波長に依存する。つまり、赤色光の波長帯域（６２
０～７５０ｎｍ）に対する反射率と、緑色光の波長帯域（４９５～５７０ｎｍ）に対する
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反射率と、青色光の波長領域（４５０～４９５ｎｍ）に対する反射率とは、互いに異なる
。これは、第１画素ＰＡ内の光学部材の光学特性に波長分散があるからである。このため
、第１画素ＰＡに最高階調（１００％）を指定すると、第１画素ＰＡには、白色ではなく
、黄色に近い黄緑色が表示される。
【００３２】
　また、入射光の波長に対する第１画素ＰＡの反射率の分布は、第１画素ＰＡに指定され
る階調に依存する。例えば、青色光の波長領域に対する反射率は、緑色光及び赤色光の波
長帯域に対する反射率に比較して、指定階調が低いほど高くなる。つまり、第１画素ＰＡ
の表示色は、指定階調が低いほど青味を増す。これは、第１画素ＰＡ内の光学部材の光学
特性の波長分散が指定階調に依存するからである。
【００３３】
　図８は、第１画素ＰＡの表示色の色味を階調毎に示すｘｙ色度図である。反射型液晶表
示装置３００は、モノクローム表示の反射型液晶表示装置であるから、第１画素ＰＡの表
示色の色味としては、無彩色の色味（ｘ＝０．３１１３、ｙ＝０．３１８）が好ましい。
しかし、図８に示すように、第１画素ＰＡの表示色の色味は、無彩色の色味からかけ離れ
てしまう。また、図８に示すように、ｘｙ色度図において表示色の色味と無彩色の色味と
の距離が最も長くなる指定階調は、１００％である。つまり、色味のズレが最も目立つ白
表示のときに色味のズレが最大となってしまう。
【００３４】
＜Ａ－４：対比＞
　色味のズレは、反射型液晶表示装置１００の第１画素ＰＡでも同様に生じる。そこで、
反射型液晶表示装置１００では、画素組の表示色の色味のズレを抑制するように階調（第
１階調）を変換し、変換後の階調（第２階調）に応じた電圧ＶＢを第２画素ＰＢに印加す
るようにしている。こうすることによって色味のズレが抑制される理由について、１つの
画素組に注目し、図２及び図９を参照して説明する。
【００３５】
　図９は、画素組の表示色と第１画素ＰＡの表示色の色味を示すｘｙ色度図であり、第１
階調が１００％の場合の色味を示している。前述のように、無彩色の色度はｘ＝０．３１
１３、ｙ＝０．３１８であるから、第１階調が１００％の場合には、第１画素ＰＡの表示
色の青味は大幅に弱くなる。一方、図２に示すように、第１階調が１００％の場合の第２
階調は８０％であるから、第２画素ＰＢの表示色の青味は第１画素ＰＡの表示色の青味よ
りも強くなる。したがって、画素組の表示色の青味が第１画素ＰＡの表示色の青味よりも
強くなり、図９に示すように、画素組の表示色と無彩色との色味のズレが、第１画素ＰＡ
の表示色（比較例の表示色）と無彩色との色味のズレよりも小さくなる。
【００３６】
　また、第１階調が０％の場合には、図８に示すように、第１画素ＰＡの表示色の青味は
大幅に強くなるが、図２に示すように第２階調が２０％となるから、第２画素ＰＢの表示
色の青味が第１画素ＰＡの表示色の青味よりも弱くなる。したがって、画素組の表示色の
青味が第１画素ＰＡの表示色の青味よりも弱くなり、画素組の表示色と無彩色との色味の
ズレが、第１画素ＰＡの表示色（比較例の表示色）と無彩色との色味のズレよりも小さく
なる。
【００３７】
　また、第１階調が８０％、６０％、４０％又は２０％の場合には、図８に示すように、
第１画素ＰＡの表示色の青味が大幅に強くなったり大幅に弱くなったりすることはない。
この場合、図２に示すように、第２階調が第１階調と等しくなるから、第２画素ＰＢの表
示色は第１画素ＰＡの表示色と一致する。したがって、画素組の表示色と無彩色との色味
のズレは、第１画素ＰＡの表示色（比較例の表示色）と無彩色との色味のズレと等しくな
る。
【００３８】
　以上より、予め用意された複数の階調にわたる画素組の表示色の色味の変動範囲は、こ
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れらの階調に対する第１画素ＰＡの表示色（比較例の表示色）の色味の変動範囲よりも狭
くなる。また、前述したように、本実施形態によれば、最高階調及び最低階調の表示色の
色味のズレを抑制することができる。
【００３９】
　ところで、ノーマリーホワイトの画素に最高階調の色を表示させる場合には、通常、当
該画素に電圧を印加しない。これに対して、反射型液晶表示装置１００では、各画素組に
ついて、第１階調が１００％であっても、８０％の第２階調に応じた電圧ＶＢが第２画素
ＰＢに印加される。このように、通常とは異なる駆動を行うことにより、ノーマリーホワ
イトであっても最高階調の表示色の色味のズレを抑制することができるのである。なお、
画素がノーマリーブラックの場合には、例えば、第１階調が０％であっても、２０％の第
２階調に応じた電圧ＶＢが第２画素ＰＢに印加されるようにする。
【００４０】
＜Ｂ：変形例＞
　本発明は、上述した実施形態のみならず、上述した実施形態を変形して得られる各種の
形態をも範囲に含みうる。これらの形態の一部について、次に説明する。
　図１０は、上述した実施形態の変形例に係る反射型液晶表示装置２００の全体構成を示
す図である。反射型液晶表示装置２００が反射型液晶表示装置１００と異なる点は、第２
画素ＰＢに代えて第２画素ＰＤを備える点と、ドライバＩＣ２０に代えてドライバＩＣ４
０を備える点のみである。反射型液晶表示装置２００では、各画素組が、Ｘ方向において
互いに隣り合う、第ｉ行第ｊ列の第１画素ＰＡと、第ｉ行第ｊ＋１列の第２画素ＰＢとで
構成される。
【００４１】
　図１１は、反射型液晶表示装置２００における画素組の平面図であり、１つの画素組を
表示面１０側から眺めた場合のものである。この画素組が図４に示す画素組と異なる点は
、二つの画素の比率のみである。すなわち、第２画素ＰＤの表示領域のＸ方向の長さをＬ
Ｄとしたとき、ＬＡ：ＬＤ＝４：１であり、第１画素ＰＡの表示領域の面積は、第２画素
ＰＤの表示領域の面積の４倍である。この点を除き、第２画素ＰＤの構成は、第２画素Ｐ
Ｂの構成と同一である。
【００４２】
　図１０のドライバＩＣ４０がドライバＩＣ２０と異なる点は、データ線駆動回路２４に
代えてデータ線駆動回路２５を備える点のみである。データ線駆動回路２５がデータ線駆
動回路２４と異なる点は、駆動回路Ｄｒ１～Ｄｒｎに代えて駆動回路Ｄｓ１～Ｄｓｎを備
える点のみである。駆動回路Ｄｓｋが駆動回路Ｄｒｋと異なる点は、階調変換部１２に代
えて階調変換部１４を備える点のみである。階調変換部１４が階調変換部１２と異なる点
は、第１階調と第２階調との対応関係が図に示す対応関係とは異なる点のみである。
【００４３】
　第１階調と第２階調との対応関係が図２に示す対応関係とは異なるのは、第１画素ＰＡ
に対する第２画素ＰＤの表示領域の面積比が、第１画素ＰＡに対する第２画素ＰＢの表示
領域の面積比よりも小さいからである。つまり、第２画素ＰＤの表示色の色味が画素組の
表示色の色味に与える影響は、第２画素ＰＢの表示色の色味が画素組の表示色の色味に与
える影響よりも小さいから、反射型液晶表示装置１００と同等の効果を得るためには、第
１階調と第２階調との差分を大きくする必要があるのである。
【００４４】
　このように、第１画素と第２画素との表示領域の面積比を変更しても、第１階調と第２
階調との対応関係を適宜に変更することにより、反射型液晶表示装置１００で得られる効
果と同様の効果を得ることができる。
　また、最高階調でも最低階調でもない階調についても色味を補償するようにしてもよい
。例えば、比較的に高い階調については第１階調よりも第２階調を低くし、比較的に低い
階調については第１階調よりも第２階調を高くする。
　また、青味以外の画素の色味を制御して画素組の色味を補償するようにしてもよい。例
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えば、図７から明らかなように、赤色光の波長領域に対する反射率は、緑色光及び青色光
の波長帯域に対する反射率に比較して、指定階調が低いほど低くなるから、比較的に低い
階調を第１階調とする場合には、第１階調よりも高い階調を第２階調として画素の赤味を
補償するようにしてもよい。
　また、単一の有彩色と黒色とが表示色となるモノカラー表示に適用してもよい。
【００４５】
＜Ｃ：応用例＞
　次に、上述した各種の形態の反射型液晶表示装置を利用した電子機器について、反射型
液晶表示装置１００及び２００を例に挙げて説明する。図１２乃至図１４には、反射型液
晶表示装置１００又は２００を表示装置として採用した電子機器の形態が例示されている
。
【００４６】
　図１２は、反射型液晶表示装置１００又は２００を採用した可搬型のパーソナルコンピ
ュータの構成を示す斜視図である。パーソナルコンピュータ２０００は、各種の画像を表
示する反射型液晶表示装置１００又は２００と、電源スイッチ２００１やキーボード２０
０２が設置された本体部２０１０とを具備する。
【００４７】
　図１３は、反射型液晶表示装置１００又は２００を適用した携帯電話機の構成を示す斜
視図である。携帯電話機３０００は、複数の操作ボタン３００１およびスクロールボタン
３００２と、各種の画像を表示する反射型液晶表示装置１００又は２００とを備える。ス
クロールボタン３００２を操作することによって、反射型液晶表示装置１００又は２００
に表示される画面がスクロールされる。
【００４８】
　図１４は、反射型液晶表示装置１００又は２００を適用した携帯情報端末（ＰＤＡ：Pe
rsonal Digital Assistants）の構成を示す斜視図である。携帯情報端末４０００は、複
数の操作ボタン４００１および電源スイッチ４００２と、各種の画像を表示する反射型液
晶表示装置１００又は２００とを備える。電源スイッチ４００２を操作すると、住所録や
スケジュール帳といった様々な情報が反射型液晶表示装置１００又は２００に表示される
。
【符号の説明】
【００４９】
　１０……表示面、１１……第１駆動部、１２，１４……階調変換部、１３……第２駆動
部、２０，３０，４０……ドライバＩＣ、２２，２４，２５……データ線駆動回路、５２
……反射電極、５３……液晶層、１００，２００，３００……反射型液晶表示装置、ＰＡ
……第１画素、ＰＢ，ＰＤ……第２画素。
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